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祉
曾
的
文
化
的
競
流
動
の
形
式

(一)

米

田

庄

:太

良広

(二)(-)緒

言

ウ
ォ
ー
ム
の
祉
曾
進
化
形
式
論
と
夫
れ
の
批
判

ソ
ロ
キ
シ
乃
枕
曾
的
丈
化
的
過
院
形
式
論
と
夫
れ
の
枇
吋

緒

言

古
代
文
化
民
族
に
於
て
、
政
治
家
、
田
山
布
袋
、
製
者
等
、
特
に
知
性
の
勝
れ
た
人
々
が
、
自
分
等
が
生
所
し
て
居
る
枇
合
、
自
分

等
が
恩
樺
を
受
け
て
居
る
文
化
に
於
て
.
重
大
た
る
愛
動
が
起
り
つ
も
A

あ
る
左
観
破
し
、
夫
れ
が
針
策
を
立
て
る
潟
め
に
、
夫
れ
の

由
来
及
び
褒
遣
を
如
何
様
に
か
了
解
し
、
或
は
説
明
し
よ
う
と
企
だ
て
始
め
て
以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
叉
今
日
に
於
て
も
、
一
位

合
的
文
化
的
援
動
を
考
究
す
る
人
K

は
、
意
識
的
に
か
又
は
無
意
識
的
に
か
、
明
売
に
か
又
は
一
階
こ
但
に
か
、
共
の
費
動
の
形
式
を

如
何
様
に
か
心
の
中
に
叢
き
、
剖
ち
闘
式
化
し
、

そ
う
し
て
共
の
形
式
表
象
に
よ
り
て
自
己
の
思
索
或
は
研
究
を
指
導
し
よ
う
と
し

て
居
る
様
に
思
は
れ
る
。
更
に
共
の
思
案
或
は
研
賓
が
、

一
定
の
形
式
表
象
に
よ
り
て
深
〈
根
本
的
に
支
配
さ
れ
て
居
る
様
注
入
k

も
、
少
左
く
な
い
と
思
は
れ
る
。
今
日
の
我
図
の
思
想
家
や
撃
者
に
就
て
見
る
も
、
ム
日
迎
主
義
的
友
人
々
の
中
に
は
、
祉
舎
的
文
化

枇
品
目
的
文
化
的
費
動
の
形
式

第
四
十
五
巻

七
六

勢
六
凱



枇
品
目
的
文
化
的
獲
動
の
形
式

第
四
十
五
巻

七
六
四

第
六
披

的
経
動
は
急
激
に
か
又
は
徐
K

に
か
、
何
れ
に
し
て
も
合
理
的
に
上
昇
す
る
一
直
線
を
書
い
て
、
進
行
す
る
も
の
L

如
く
考
へ
て
居

る
人
々
は
少
た
く
左
く
、
叉
之
れ
に
反
し
て
非
合
理
主
義
的
た
人
々
の
中
に
は
、
急
激
な
特
向
に
よ
り
て
折
帥
酬
を
書
い
て
、
進
行
す

る
も
の

L
如
く
考
へ
て
居
る
人
々
は
少
た
く
た
い
と
忠
は
れ
る
。

向
ほ
又
夫
れ
は
図
形
を
葺
い
て
進
行
す
る
も
の

L
如
〈
考
へ
て

居
る
人
占
、
交
代
的
二
唄
式
符
動
形
を
設
い
て
進
行
オ
る
も
の
t
A

如
く
考
へ
て
居
る
人
々
、
帥
折
設
什
目
的
三
項
式
律
動
形
を
霊
い
て
控

行
ず
る
も
の
L
如
く
考
へ
て
居
る
人
々
、
更
に
下
降
的
一
直
線
形
を
書
い
て
進
行
し
、
人
制
は
徒
h
A

墜
終
し
、
額
慶
し
行
〈
も
の

L

如
〈
4
4
J

へ
て
印
刷
る
人
々
等
も
め
る
と
町
山
は
れ
る
。
但
し
此
ハ
等
の
形
式
表
象
は
、
共
等
の
人
々
に
よ
り
T
常
に
明
完
に
怠
識
さ
れ
て
居

る
と
云
ふ
の
で
怠
く
、
寧
ろ
明
売
に
意
識
さ
れ
て
居
た
い
揚
合
が
多
く
、
且
つ
夫
れ
が
震
め
に
共
等
の
形
式
表
象
の
影
響
が
、

屠

深
刻
友
揚
合
が
少
友
く
た
い
と
思
は
れ
る
。

枇
合
的
時
現
動
の
も
ろ
/
¥
の
形
式
表
象
は
、
右
に
漣
ぺ
し
如
く
に
、
個
々
の
思
想
家
や
醐
唱
者
の
思
索
及
び
研
究
を
、
根
本
的
に
指

導
し
、
或
は
支
配
す
る
と
云
ふ
だ
け
で
友
く
、
更
に
一
定
の
時
代
或
は
時
期
に
於
て
は
、
共
等
の
形
式
表
象
中
の
一
の
も
の
が
特
に

大
及
る
勢
力
を
振
ひ
、
他
の
時
代
或
は
時
期
に
於
て
は
他
の
も
の
が
特
に
大
友
る
勢
力
を
振
ふ
て
、

一
般
的
に
人
々
の
思
索
や
研
究

を
指
導
し
、
或
は
支
配
し
て
居
る
こ
と
が
護
見
さ
れ
る
。
か
く
て
枇
曾
的
文
化
的
援
動
に
闘
す
る
思
想
や
撃
設
の
、
歴
史
的
妥
遼
を

考
究
す
る
に
嘗
つ
て
は
、
夫
れ

/
k
の
時
代
或
は
時
期
に
於
て
、
如
何
な
る
形
式
表
象
が
特
に
犬
た
る
勢
力
を
振
ひ
、

一
般
的
影
響

を
及
ぼ
し
て
居
る
か
に
注
目
す
る
乙
と
は
、
甚
だ
肝
要
で
あ
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

備
ほ
私
は
枇
合
的
文
化
的
費
動
を
考
究
す
る
各
思
想
家
、
各
事
者
が
、
自
分
の
思
索
或
は
研
究
は
如
何
友
る
形
式
表
象
に
よ
り
て

指
導
さ
れ
或
は
支
配
さ
れ
て
居
る
か
を
、
時
K

白
か
ら
反
省
し
て
見
る
と
と
が
肝
要
で
る
る
と
忠
ふ
。
と
云
ふ
の
は
、
吾
L
R

は
祉
合



的
文
化
的
費
動
の
何
れ
の
方
面
の
忠
一
気
或
は
研
究
に
於
て
も
、
常
に
意
識
的
又
は
無
意
識
に
、

一
定
の
形
式
表
象
の
み
を
指
導
原
理

と
し
て
用
び
て
居
る
が
矯
め
に
、
重
大
な
謬
見
に
陥
っ
て
居
る
揚
合
ゃ
、
又
は
一
定
の
方
面
の
研
究
に
於
て
は
、
一
暗
主
催
に
一
定
の

形
式
表
象
を
指
導
原
理
と
し
、
他
の
方
面
の
研
究
に
於
て
は
、
や
は
り
暗
々
裡
に
他
の
形
式
表
象
を
指
導
原
理
と
し
て
適
用
し
て
居

る
が
矯
め
に
、
重
大
友
謬
見
に
陥
っ
て
居
る
揚
合
な
ぞ
が
あ
る
か
ら
で
る
る
。
向
ほ
後
に
述
べ
る
如
く
に
、
枇
舎
的
文
化
的
援
動
は

宇
宙
開
に
於
け
る
最
と
も
複
合
的
友
事
象
寸
あ
る
が
放
に
、
夫
れ
の
綿
て
の
方
面
に
、
或
は
全
憾
に
通
じ
て
完
全
に
受
賞
す
る
と
云

ふ
が
如
き
、
最
大
の
普
一
泊
性
を
共
有
す
る
形
式
を
設
見
し
、
か
L

る
形
式
表
象
を
作
り
、
或
は
か
h
h

る
形
式
概
念
を
構
成
す
る
と
と

は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
吾
々
が
多
〈
の
方
耐
の
研
究
に
於
て
は
、

一
定
の
形
式
表
的
米
b
l

指
導
版
理
と
し
て
窓
識
的
に
遁
用
し
な
が

ら
、
或
一
方
聞
の
研
究
K
於
て
は
も
無
意
識
的
作
他
の
形
式
荻
象
を
指
導
原
理
と
し
て
湖
周
し
て
居
る
と
と
が
、
後
に
他
人
の
批
評

に
よ
り
て
か
、
又
は
自
己
吟
味
に
よ
り
て
発
見
さ
れ
る
に
営
つ
て
は
、
夫
れ
は
論
理
的
に
考
ふ
れ
ば
明
か
に
論
理
的
不
狩
合
の
誤
謬

に
陥
っ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
共
の
一
方
面
の
現
寅
的
事
態
に
印
し
て
考
ふ
れ
ば
、
之
を
一
北
首
に
把
握
し
て
居
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
、
確
詮
さ
れ
る
様
な
揚
合
も
あ
る
の
で
あ
る
。

甚
だ
簡
単
左
が
ら
以
上
港
ぺ
し
如
く
に
、

E
口
々
が
一
肱
合
的
文
化
的
愛
動
に
闘
す
る
思
想
或
は
皐
誌
の
歴
史
的
強
速
を
考
究
す
る
に

営
つ
で
も
、
亦
夫
れ
に
闘
す
る
何
れ
か
の
思
想
家
或
は
事
者
の
思
想
或
は
準
設
を
考
究
す
る
に
首
つ
で
も
、
更
に
夫
れ
に
関
し
て
自

か
ら
思
索
し
、
或
は
研
究
す
る
に
営
つ
で
も
、
思
索
或
は
研
究
を
明
ら
か
に
か
、
又
は
一
暗
々
裡
に
、
指
導
又
は
支
配
し
て
居
る
形
式
表

象
或
は
形
式
概
念
に
注
目
す
る
こ
と
は
、
甚
だ
肝
妥
ず
あ
る
と
す
れ
ば
、
今
日
枇
曾
的
文
化
的
縫
動
を
考
究
す
る
に
営
つ
て
は
、
夫
れ

の
形
式
に
闘
し
て
今
日
ま
で
に
五
円
々
に
輿
へ
ら
れ
て
居
る
も
ろ
/
¥
の
表
象
或
は
概
念
或
は
設
を
、
先
づ
綿
括
的
組
織
的
且
つ
批
判

社
令
的
文
化
的
費
動
の
形
式

紫
四
十
五
巻

七
六
豆

第
プミ

誠



社
合
的
文
化
的
魅
動
の
形
式

第
四
十
孟
巻

七
六
六

停
六
銃

四

的
に
考
察
し
て
、
共
の
形
式
共
物
の
概
念
を
よ
り
多
く
精
確
に
規
定
し
、
更
に
如
何
に
し
て
共
等
の
も
ろ
/
¥
の
表
象
或
は
概
念
或

は
説
の
何
れ
よ
り
も
、

よ
り
多
〈
勝
れ
た
る
も
の
を
殻
見
し
、
或
は
構
成
す
可
き
か
在
考
交
寸
る
と
と
は
、
拠
だ
肝
要
た
問
題
で
る

る
と
思
は
れ
る
。
然
る
に
今
日
ま
で
の
庭
で
、
少
な
く
も
社
合
墜
者
聞
に
る
り
で
は
、
殊
に
私
の
知
る
範
囲
内
に
於
て
は
、
此
問
題

を
組
織
的
に
研
究
し
た
人
K

は
甚
だ
少
〈
な
い
、
或
は
殆
ん

E
な
い
様
に
忠
は
れ
る
。

ぞ
れ
で
私
は
か
ね
て
此
の
問
題
に
就
て
、

度
私
の
考
へ
を
ま
と
め
て
見
た
い
と
山
山
び
な
が
ら
、

つ
い
北
(
の
暇
が
な
く
て
今
日
ま
で
過
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
然
る
に
近
来
米

岡
に
於
て
、
枇
，
愉
川
原
者
止
し
て
大
に
名
を
県
げ
て
凍
ゃ
ん
ハ

1
ヴ
ァ
ー
ト
犬
間
一
十
此
A
W
取
剖
長
ソ
ロ
キ
ン
が
、
ホ
年
公
陀
せ
る
犬
叩
阿
山
哲

の
著
作
「
枇
命
的
文
化
的
動
皐
」

(
E
E
E
p
e
s
r一口u
印
。

E
-
E
L
h
E
E
E
]
口同
E
E
S
H
8
4
)
の
第
一
巻
中
に
、
此
の
問
題

が
組
織
的
批
判
的
に
か
友
り
詳
し
て
論
述
さ
れ
て
居
る
の
を
見
て
、

(
但
し
彼
は
問
書
第
四
巻
に
於
て
、
此
の
問
題
を
一
野
詳
し
〈
論
究
す
る

と
一
宇
中
て
居
る
が
、
同
巻
だ
け
は
ま
だ
刊
行
さ
れ
て
居
な
い
様
で
あ
る
)
大
に
興
味
そ
感
じ
‘
本
論
文
に
於
て
、
被
の
設
を
批
判
的
に
考
察
し
‘

慎
重
に
評
債
し
つ
L
愚
見
の
一
班
を
述
べ
た
い
と
忠
ふ
。
併
し
夫
れ
に
先
だ
ち
私
は
此
庭
に
、
悌
蘭
西
の
著
名
友
枇
曾
患
者
で
、
高

園
社
合
目
撃
院
の
創
立
及
び
設
建
の
矯
め
に
大
に
霊
力
せ
る
故
ル
ネ
・
ウ
ォ
ー
ム
が
、
千
九
百
七
年
に
公
忙
せ
る
「
祉
舎
諸
科
事
の
者
墜
」

(『』

E-一cmC司
F
H
O
斗

2
∞円一
E
2
ω
m
c
o
p
-
2
)
第
三
忠
世
の
中
に
、
「
一
耽
命
日
進
化
の
形
式
」
と
題
し
て
、
此
の
問
題
に
就
て
論
述
し
て
居
る

と
と
を
、
筒
箪
た
が
ら
批
判
的
に
考
察
し
て
置
き
た
い
と
思
ふ
。
目
疋
れ
ウ
ォ
ー
ム
の
論
惑
は
ソ
ロ
キ
ン
の
夫
れ
に
比
す
れ
ば
、
飴
程

粗
雑
た
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
少
友
〈
も
私
の
知
る
範
園
内
に
あ
っ
て
は
、
此
の
問
題
左
比
較
的
に
組
織
的
に
取
扱
へ
る
国
軍
一
初
の
も

の
の
一
に
し
て
、
そ
う
し
て
夫
れ
に
よ
り
て
吾
k

は
現
世
紀
の
初
期
に
於
け
る
此
の
問
題
の
研
究
欣
況
を
、

一
般
的
に
撃
ぷ
乙
と
が

出
来
、
且
つ
夫
れ
を
批
判
的
に
考
察
す
る
と
と
に
よ
り
て
、
ソ
ロ
キ
ン
の
設
を
批
判
的
に
考
察
す
る
鵠
め
の
遁
嘗
左
足
揚
を
固
め
、



叉
共
の
批
判
的
考
察
の
目
擦
を
見
定
め
て
置
く
と
と
が
出
来
る
と
、
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(ー)

ウ
ォ
ー
ム
の
世
曾
迫
化
形
式
論
毘
び
央
れ
の
批
判

ル
ネ
・
ウ
ォ
ー
ム

(
H
N
g
恥

4
4
0
=当
ω)

は
彼
の
社
合
同
風
一
上
最
と
も
重
要
た
著
作

E
一
一
日
吉
田
)
「
一
口
白
呂
田
円
古
田
】
門
自
由

Ea--z
第
一
巻
を

千
九
百
三
年
に
、
同
第
二
巻
を
千
九
百
四
年
に
、
同
第
三
容
を
千
九
百
七
年
(
第
二
版
は
千
九
百
二
十
年
)
に
出
版
し
て
居
る
が
、
其
の

第
三
巻
、
第
三
部
、
一
一
位
舎
進
化
諭
J

」
の
最
初
の
竿
を
「
祉
命
日
進
化
の
形
式
」
ー
と
題
し
、
夫
れ
は
卸
ち
外
か
ら
見
た
る
吐
合
進
化
の
外
形

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
'
併
し
て
、
共
の
頃
支
で
に
唱
へ
ら
れ
て
日
た
社
合
法
化
形
式
論
宝
、
大
慌
上
三
種
に
分
っ
て
批
川
門
的
に

〕

-

)

考
察
し
て
府
る
の
で
あ
石
。
立
一
(
の
二
円
相
舎
の
進
化
は
絶
へ
?
上
昇
す
る
直
線
形
h
T
有
寸
'
る
も
の
で
あ
る
H
t
見
る
も
の
、
其
の

C

(
 

は
、
枇
舎
の
進
化
は
何
壊
す
る
或
は
復
騎
ず
る
図
形
を
有
す
る
・
も
の
で
あ
る
と
見
る
も
の
、
共
の
三
は
、
枇
舎
の
進
化
は
螺
線
形
を

)

)

 

(
私
は
此
庭
に
使
宜
上
、

r
h
を
上
昇
直
線
形
説
、
に
を
図
形
説
、
住
を
螺
線
形
詑
主
稽
し
て
置
〈
。
)

有
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
る
も
の
で
あ
る
。

先
づ
彼
が
一
上
昇
前
一
線
形
設
に
就
て
論
述
し
て
居
る
庭
に
よ
る
と
、
古
代
及
び
中
世
紀
に
あ
り
で
は
、
「
黄
金
時
代
」
或
は
「
失
は

れ
た
る
梨
園
」
か
ら
最
近
時
に
至
る
ま
で
‘
人
類
は
漸
次
に
墜
落
し
類
廃
し
て
居
る
と
見
る
思
想
が
、

一
般
に
行
は
れ
て
居
た
の
で
あ

る
が
、
今
日
に
於
て
は
ま
さ
し
く
夫
れ
と
正
反
針
た
忠
畑
山
が
、

一
般
に
支
配
し
て
居
る
。
夫
れ
は
卸
ち
枇
品
目
進
化
会
酬
胞
の
形
式
は

共
の
出
妥
結
か
ら
、
想
像
し
得
ら
れ
る
だ
け
遠
い
又
高
い
慶
に
置
か
れ
て
居
る
到
達
黙
へ
、
絶
へ
宇
高
上
し
上
昇
し
行
く
一
直
線
に

よ
り
て
、
岡
式
的
に
表
は
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
見
る
思
想
で
あ
る
。
併
し
少
し
注
意
し
て
考
察
す
る
と
、
祉
舎
は
決
し
て
常
に
進

歩
し
上
昇
し
て
居
る
の
で
た
く
、
退
歩
し
下
降
す
る
時
代
も
あ
り
、

又
枇
舎
の
一
方
面
が
進
歩
す
る
と
同
時
に
、
他
の
方
面
が
退
歩

世
A
W
H

的
文
化
的
努
動
の
形
式

第
四
十
五
巻

七
六
七

第
六
競

五



社
合
的
文
化
的
轡
動
の
形
式

第
四
十
王
位
骨

七
六
八

害事
プミ
競

プ可

す
る
時
代
も
る
り
、
か
く
て
一
切
の
枇
合
制
度
は
、
決
し
て
同
一
の
歩
調
を
以
て
進
行
す
る
も
の
で
な
〈
、

又
枇
曾
の
進
歩
は
決
し

て
漣
績
的
た
も
の
で
た
い
と
と
が
、
明
か
に
認
め
ら
れ
る
。
要
す
る
に
枇
合
進
化
の
金
繰
の
形
式
は
、
決
し
て
連
続
的
に
進
歩
す
る

一
直
線
に
よ
り
て
、
闘
式
的
に
表
は
き
れ
得
る
様
友
、
単
一
四
単
純
友
も
の
で
は
な
く
、
種
h
k

な
進
化
線
が
相
交
叉
し
、
紛
糾
錯
雑
し

て
居
る
も
の
で
め
る
。

次
に
ウ
ォ
ー
ム
が
同
形
一
況
に
就
て
論
じ
て
居
る
応
に
よ
る
と
、
今
枇
曾
進
化
の
金
川
崎
ば
、
決
し
て
連
繍
的
陀
進
歩
す
る
一
直
線
陀

よ
り
て
去
は
さ
れ
得
る
も
の
で
な
〈
し
て
、
持
仙
川
の
紘
雑
ム
な
糖
れ
ム
口
び
佐
一
不
ず
も
の
勺
る
る
と
「
る
も
、
此
、
山
地
の
諸
紘
の
方
向
に
於

て、

一
の
一
般
的
向
き

(
ロ
ロ
開
2
m
m口
合
同
一
)
を
議
見
す
る
と
と
が
出
来
た
い
で
あ
ら
ろ
か
、
即
ち
共
の
方
向
は
直
線
的
で
あ
る
企

見
る
の
は
謬
見
で
あ
る
と
し
て
も
、
曲
線
的
で
あ
る
と
見
る
の
は
疋
首
で
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
し
て
曲
線
の
中
で
最
と
も
皐
純
に
し

て
、
人
々
の
先
づ
注
目
す
る
の
は
圏
で
あ
る
。
か
く
て
枇
舎
進
化
は
、
図
形
を
葺
く
も
の
で
る
る
と
見
る
設
が
、
唱
へ
ら
れ
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
が
、
共
の
代
表
的
危
も
の
は
、
第
十
八
世
紀
に
伊
太
利
の
ヴ
イ
コ
の
唱
へ
た
復
蹄
設
或
は
循
環
説
で
あ
る
。
そ
う
し

て
一
見
す
れ
ば
、
欧
洲
の
歴
史
は
此
の
設
を
確
詮
す
る
重
要
注
事
責
を
呈
供
す
る
が
如
〈
思
は
れ
る
。
併
し
巌
密
に
吟
味
し
て
見
る

と
、
決
し
て
そ
ろ
で
友
い
こ
と
が
愛
見
さ
れ
る
。
人
類
の
歴
史
は
、
決
し
て
以
前
に
あ
り
し
と
ま
さ
し
く
同
じ
鮮
を
、
再
び
遁
過
し

て
居
友
い
。
祉
合
進
化
は
甚
だ
被
雑
左
も
の
に
し
て
、
夫
れ
の
絶
て
の
部
分
或
は
方
面
が
、
以
前
に
-
あ
り
し
と
ま
さ
し
〈
同
じ
欣
態

に
、
再
び
立
ち
蹄
る
と
一
古
ふ
様
な
と
と
は
、
全
然
不
可
能
で
あ
る
。
成
就
さ
れ
た
事
業
或
は
作
業
は
跡
を
残
し
、
か
く
て
現
在
は
過

古
ム
」
異
な
れ
る
も
の
と
友
る
、
枇
合
進
化
が
完
全
に
共
の
山
川
護
慰
に
復
蹄
す
る
と
云
ム
様
な
こ
と
は
、
会
く
あ
り
得
な
い
。

終
り
に
ウ
ォ
ー
ム
は
螺
線
形
設
を
考
察
す
る
に
先
だ
ち
、
共
の
準
備
と
し
て
、
第
十
九
世
紀
の
始
め
に
現
は
れ
た
こ
設
を
考
祭
し



て
居
る
が
、
共
の
一
は
サ
ン
・
シ
壬
ン
の
唱
へ
た
説
、
剖
ち
人
類
は
有
機
的
時
代
(
建
設
的
或
は
構
成
的
時
代
)
と
批
評
的
時
代
或
は
危
機

時
代
(
破
接
的
時
代
)
と
の
交
代
的
二
時
代
を
通
過
し
て
、
護
法
し
行
く
も
の
で
あ
る
と
見
る
設
(
人
類
は
有
機
的
時
代
に
於
て
は
一
の
枇
曾

型
を
構
成
或
は
建
設
し
、
批
評
的
或
は
危
機
的
時
代
に
於
て
は
之
を
破
憂
し
、
東
に
新
し
き
有
機
的
時
代
に
入
り
て
新
し
き
社
合
型
を
構
成
或
は
建
設
ナ

る
と
云
ふ
様
に
、
無
限
に
治
ん
で
行
〈
の
で
あ
る
)
に
し
て
.
便
宜
上
二
項
式
律
動
説

(-ZE命
日
記
足
立

と
稿
し
得
ら
れ
る
も
の
、
共
の

二
は
へ
l
グ
ル
の
悶
へ
た
る
説
、
即
ち
一
位
合
進
化
或
は
人
類
の
褒
展
は
正
、
反
、
合
と
緋
詮
法
的
に
寅
現
さ
れ
行
く
と
見
る
も
の
、

便
宜
上
三
項
式
律
動
設
(
『
)
Z
M
g
o
Z
E
言
。
)

と
稿
し
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
う
し
て
先
づ
一
般
的

K
一
五
へ
ば
、
此
等
の
二
説

は
共
に
共
の
同
肌
理
に
於
て
は
正
賞
寸
あ
る
が
、
併
し
北
九
の
形
式
に
出
品
て
は
あ
ま
り
に
排
他
的
或
ほ
究
屈
す
ぎ
る
と
思
は
れ
る
。
更
に

特
に
ザ
ン
・
や
そ
ン
の
二
羽
式
律
動
試
に
就
て
考
へ
る
に
、
紋
の
一
口
ふ
が
如
均
二
つ
の
時
代
間
い
仏
は
、
確
か
に

a

一
躍
の
円
以
封
闘
係
の

存
立
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
併
し
共
等
の
二
時
代
の
各
K

は
他
よ
り
多
く
の
も
の
を
継
承
し
て
居
る
の
で
、
か
く
て
会
悼
と

し
て
は
、
他
と
異
な
る
よ
り
も
、

よ
り
多
く
他
と
似
て
居
る
と
云
ひ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
へ

l
uワ
ル
の
三
項
式
律
動
説
に
就

て
考
へ
る
に
、
社
舎
に
於
て
は
一
の
向
き
或
は
意
味
に
於
け
る
作
用
と
、

反
針
の
向
き
或
は
意
味
に
於
け
る
反
作
用
と
、
雨
者
の
和

合
或
は
調
和
と
の
繕
績
が
、
屡
々
行
は
れ
て
居
る
こ
と
は
疑
は
れ
・
な
い
が
、
併
し
此
の
過
程
は
決
し
て
宿
命
的
に
押
し
つ
け
ら
れ
て

居
る
の
で
は
左
い
こ
と
や
、
又
少
な
く
も
永
い
時
代
を
遁
巴
て
、
連
続
的
作
用
が
行
は
れ
得
る
こ
と
も
、
否
定
さ
れ
難
い
。
そ
う
し

て
右
に
述
べ
し
が
如
き
サ
ン
・
シ
モ
ン
の
説
、
及
び
へ

l
dク
ル
の
説
の
評
債
か
ら
出
張
し
て
行
く
と
、
五
口
々
は
枇
舎
進
化
を
闘
式
的

に
線
括
ず
る
仕
方
に
就
て
、
直
線
形
一
読
と
幽
形
誌
と
を
遁
蛍
に
調
和
す
る
と
認
め
得
ら
れ
る
、

一
の
新
し
き
概
念
を
構
成
す
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
今
か
L
る
新
概
念
を
巧
妙
に
作
り
上
げ
た
の
は
、

ラ
ウ
ー
ル
・
ヅ
・
ラ
・
グ
ラ
ッ
ス
リ

l

(
河
川
宍
己
一
色
。
一
同

世
ム
官
官
的
文
化
的
興
到
の
形
式

第
四
十
五
巻

七
六
九

第
六
披

七



世
ム
ザ
目
的
文
化
的
費
動
の
形
式

第
四
十
五
巻

七
七

O

第
六
競

1¥. 

。EE
2
5
)
で
る
る
。

グ
ラ
ッ
ス
リ
ー
の
論
や
る
庇
に
よ
る
と
、

一
方
か
ら
見
る
と
、
枇
命
日
進
化
は
一
の
上
昇
、

一
の
進
歩
で
あ
る
。
走
れ
社
品
目
匙
化
に

於
け
る
後
の
扶
態
が
、
前
の
欣
態
よ
り
も
勝
れ
た
或
物
を
有
す
る
の
で
友
〈
ば
、
人
々
は
之
を
賓
現
し
た
か
っ
た
で
あ
ら
う
と
思
は

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
他
方
か
ら
見
る
と
、
一
附
命
国
越
化
は
多
く
の
闘
係
に
於
て
、
一
舵
舎
を
原
始
以
態
か
ら
え
に
遠
ざ
か
ら
し
め
た

後
に
、
再
び
北
(
の
原
始
欣
態
の
近
隣
附
却
に
ま
で
引
き
戻
す
様
に
見
へ
る
。
か
く
て
吾
々
は
、
将
来
は
‘
過
古
の
諸
欣
態
が
己
れ
に
在

接
続
行
ぜ
る
一

2
5訟
を
、
相
官
に
結
合
す
る
と
と
に
上
り
で
生
ぜ
る
と
一
(
の
改
良
芸
作
な
ふ
て
、
部
分
的
に
共
壮
一
寸
の
越

古
の
諸
献
態
を
復
現
す
る
と
、
推
断
す
る
と
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
換
一
一
一
目
す
れ
ば
枇
曾
進
化
は
以
前
に
貫
現
せ
る
諾
欣
態
に
似
て

居
る
が
、
併
し
よ
り
高
等
で
あ
る
欣
態
に
、
週
期
的
に
到
達
す
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
此
の
事
態
を
闘
式
的
に
表
は

す
矯
め
に
、
吾
人
は
新
株
態
を
表
は
す
貼
は
、
蕎
欣
態
を
表
は
す
結
と
同
一
の
鉛
直
軸
の
上
に
立
つ
が
、
併
し
よ
り
高
い
水
卒
線
上

に
あ
る
と
、
云
ふ
と
と
が
出
来
る
。
要
す
る
に
出
禁
離
か
ら
到
達
駈
へ
導
い
て
行
〈
一
線
は
、
螺
線
で
あ
る
の
で
る
る
。
更
に
此
の
螺

線
を
産
出
す
る
運
動
は
、
連
績
的
な
運
動
で
あ
る
が
故
に
、
此
の
螺
線
は
無
限
螺
線
で
あ
る
。
か
く
て
此
の
運
動
は
、
直
線
形
設
の

主
張
す
る
が
如
き
上
円
升
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
又
闘
形
設
の
主
張
す
る
が
如
き
‘
国
形
的
友
或
は
循
環
的
友
或
物
を
有
ナ
る
の
で
あ

る
が
、
共
の
固
形
た
る
や
閉
ち
ら
れ
た
闘
形
で
は
た
く
、
総
て
進
歩
的
危
も
の
に
於
て
認
め
ら
れ
る
如
〈
、
開
か
れ
た
る
闘
形
で
あ

る
の
で
あ
る
。

グ
ラ
ッ
ス
リ
ー
は
右
に
述
べ
し
が
如
き
、
彼
の
巧
妙
な
る
螺
線
形
設
を
支
持
し
、
誰
明
す
る
責
例
と
し
て
、
多
数
の
枇
合
的
事
貸

を
列
息
し
て
居
る
。
そ
う
し
て
再
々
は
此
の
思
想
の
中
に
、
貫
理
の
大
な
る
部
分
が
含
ま
れ
て
居
る
こ
と
を
、
喜
ん
で
承
認
す
る
。



叉
此
の
思
想
は
茜
だ
多
〈
の
揚
合
に
於
て
、
精
確
で
あ
る
と
さ
へ
も
考
へ
得
ら
れ
る
。
併
し
グ
ラ
ッ
ス
リ

1
自
身
の
信
守
る
ほ
ど
、

賢
大
友
普
遍
性
を
具
有
す
る
も
の
と
は
考
へ
得
ら
れ
な
い
。
或
枇
曾
現
象
に
於
て
は
、
進
化
は
夫
れ
と
具
た
れ
る
形
式
を
有
す
る
と

思
は
れ
る
。
例
へ
ば
科
事
に
あ
り
で
は
、
進
化
は
一
定
の
揚
合
に
於
て
は
、
新
し
き
貫
理
が
以
前
に
諮
明
さ
れ
て
居
る
買
浬
の
上
に
‘

軍
に
加
は
つ
一
一
行
〈
と
と
に
よ
り
で
資
現
さ
れ
て
居
る
。
又
は
決
し
て
二
度
と
現
は
れ
な
い
誤
謬
の
除
去
に
よ
り
て
、
賞
現
さ
れ
て

居
る
。
そ
う
し
て
此
等
の
揚
合
に
あ
り
で
は
、

以
前
の
枇
態
或
は
階
段
へ
の
部
分
的
復
路
さ
へ
も
起
ら
た
い
。
併
し
五
日
k

は
何
れ
の

形
式
に
も
敢
て
優
越
性
を
認
め
よ
う
と
は
思
は
友
い
、
殊
に
何
れ
の
形
式
も
、
決
し
て
絶
針
的
に
普
遍
的
止
な
債
値
を
有
す
る
も
の
と

は
考
へ
友
い
c

b

l

-

-

-

i

:

 

情
ぽ
ウ
ォ
ー
ム
は
白
川
町
中
耐
の
一
の
特
殊
な
ー

ヌ
刷
新
な
一
形
態
と
し
℃
汲
蘭
k
の
刷
A

岡
山
中
指
ヴ
ア
イ
ゼ
ン
グ
リ
ユ
ン

(
H
M
r
M
M
2
7
 

同『

ZHM)
の
喝
へ
た
革
命
的
問
顧
説
(
一
ω
同
公
円
。
弓
2
E
C
M
:
b
s
z
z
G
ロ
ロ
と
与
を
批
評
し
て
居
る
が
、
共
の
革
命
的
同
顧
説
と
云
ふ
は
、

つ

ま
り
革
命
は
過
古
に
於
て
共
の
模
範
を
求
め
、
之
れ
に
訴
へ
て
、
共
の
建
設
し
よ
う
必
ず
る
新
制
度
或
は
新
枇
舎
を
正
営
化
し
、
又

之
を
共
の
破
壊
し
よ
う
と
す
る
蕎
制
度
或
は
鷲
枇
舎
か
ら
根
本
的
に
匿
別
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

ウ
ォ
ー
ム
は
此
の
設
に
も
、

一
定
の
良
型
を
認
め
る
が
、
併
し
革
命
は
全
然
過
古
の
一
定
の
時
代
の
悶
顧
か
ら
、
成
立
す
る
も
の
で

あ
る
と
見
る
の
は
謬
見
で
あ
っ
て
、
過
占
そ
同
顧
し
、
之
b
t
復
活
さ
せ
る
と
同
時
に
、
又
将
来
の
矯
め
に
新
し
き
或
物
を
創
造
す
る

も
の
に
し
て
、
か
く
て
新
時
代
の
始
め
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
と
考
へ
る
。
街
ほ
彼
は
革
命
的
同
顧
識
は
た
と
ひ
全
然
精
確
で
あ

る
と
し
て
も
、
夫
れ
は
只
枇
舎
進
化
に
於
け
る
一
の
例
外
的
時
期
を
説
明
す
る
だ
け
に
止
ま
る
も
の
に
し
て
、
共
の
中
に
枇
曾
進
化

の
一
般
的
形
式
を
含
蓄
し
て
居
る
も
の
で
は
友
い
と
、
論
じ
て
居
る
。

枇
合
的
文
化
的
費
動
の
形
式

勢
四
十
五
巻

-!: 
七

第
六
都

大4



社
合
的
文
化
的
費
動
由
形
式

第
四
十
五
巻

七
七

第
六
競

。

ウ
ォ
ー
ム
は
以
上
越
ベ
し
如
く
に
、
従
来
唱
へ
ら
れ
た
諸
種
の
粧
台
進
化
形
式
訟
の
何
れ
に
も
、

一
定
の
民
現
を
認
め
る
と
同
時

に
、
共
の
何
れ
も
決
し
て
枇
曾
進
化
の
会
鰐
の
形
式
を
、
闘
式
的
に
完
全
に
表
は
す
も
の
で
友
い
と
考
へ
、
更
に
複
雑
極
ま
れ
る
枇

合
進
化
の
金
値
を
、
簡
単
友
数
撃
的
闘
式
に
よ
り
て
完
全
に
表
は
す
と
云
ふ
様
な
と
と
は
、
全
〈
不
可
能
で
あ
る
と
認
め
、
日
つ
枇

曾
進
化
の
外
形
の
如
き
も
の
の
研
究
に
、
る
ま
り
多
く
の
時
間
を
費
や
す
の
は
徒
柑
円
で
あ
る
と
信
じ
、
そ
う
し
て
彼
が
枇
曾
迭
に
の

化
の
買
髄
止
な
す
と
認
め
る
も
の
を
深
く
探
究
す
る
鴻
め
に
、
特
に
力
壮
一
征
い
だ
の
で
あ
る
。

以
上
池
ベ
し
ウ
ォ
ー
ム
の
枇
合
姓
化
形
式
論
の
大
裂
に
」
り
て
、
五
口
々
は
現
世
紀
の
-
初
矧
に
於
付
る
船
倉
進
化
形
式
問
題
の
研
筑

状
況
を
、
犬
値
上
墜
ぶ
と
と
が
出
来
る
と
思
は
れ
る
が
、
私
は
更
に
之
を
批
判
的
に
考
察
し
て
、
ソ
ロ
キ
ン
の
設
の
批
判
的
考
察
の

足
場
を
岡
め
、
又
共
の
目
標
を
見
定
め
て
置
き
た
い
と
忠
ふ
。
今
私
が
ウ
ォ
ー
ム
の
設
を
批
判
的
に
考
察
す
る
に
蛍
っ
て
、
特
に
軍

要
腕
し
た
い
と
忠
ふ
根
本
的
問
題
は
二
つ
あ
る
。
共
の
一
は
、

ウ
ォ
ー
ム
の
枇
曾
進
化
の
形
式
の
概
念
の
規
定
に
闘
す
る
問
題
で
る

る
。
帥
ち
彼
の
如
〈
に
祉
舎
進
化
の
形
式
の
概
念
を
規
定
す
る
に
於
て
は
、
夫
れ
で
果
し
て
枇
倉
進
化
の
形
式
の
内
買
を
、
十
分
に

把
握
す
る
と
と
、
或
は
了
解
す
る
と
と
が
出
来
る
か
と
云
ふ
問
題
で
る
る
。
共
の
二
は
、
粧
品
問
進
化
わ
形
式
に
闘
す
る
従
来
の
主
要

友
諸
見
解
或
は
諸
説
と
し
て
、
級
が
列
南
草
し
て
居
る
も
の
の
何
れ
も
、
彼
の
批
評
す
る
如
く
に
、
共
の
普
遍
性
の
さ
ほ
左
大
た
ら
ね

も
の
で
あ
る
と
す
る
も
、
夫
れ
が
矯
め
に
其
等
の
も
の
の
何
れ
よ
り
も
、
更
に
よ
り
大
た
る
普
遍
性
を
有
す
る
見
解
或
は
設
を
立
て

る
と
と
は
、
不
可
能
で
る
る
が
如
く
に
臆
断
し
、
か
く
て
共
等
の
も
の
の
外
に
、
更
に
新
し
き
見
解
或
は
誌
を
立
て
よ
う
と
努
力
す

る
の
は
、
無
益
た
徒
持
で
あ
る
が
如
〈
に
論
断
す
る
の
は
、
皐
問
論
上
果
し
て
正
首
で
あ
る
か
E
E

云
ふ
問
題
で
あ
る
。

先
づ
第
一
の
問
題
陀
就
て
考
交
す
る
が
、

ウ
ォ
ー
ム
は
さ
き
に
議
ぺ
し
如
〈
、
粧
品
閏
進
化
の
形
式
と
は
、

つ
ま
り
内
か
ら
見
売
る



赴
舎
進
化
の
内
容
、
或
は
寛
賞
、
或
は
責
質
的
内
容
、
或
は
真
髄
を
な
す
も
の
か
ら
区
別
さ
れ
る
目
嵐
の
、
外
か
ち
見
た
る
枇
舎
進
化

の
外
形
を
意
味
す
る
も
の
と
解
し
、
随
ふ
て
祉
舎
進
化
の
形
式
の
問
題
は
、
賓
質
的
に
は
あ
ま
り
重
要
友
も
の
と
は
考
へ
て
居
友
か

っ
た
様
で
あ
る
。

か
〈
て
彼
は
此
の
問
題
を
比
較
的
に
軽
く
取
扱
ひ
、
共
の
研
究
に
は
真
剣
味
が
快
け
て
居
る
様
に
思
は
れ
る
。
も

っ
と
も
形
式
と
外
形
と
を
み
一
〈
同
-
一
服
す
る
乙
と
は
、
成
〈
行
は
れ
て
居
る
通
俗
の
見
解
で
あ
る
か
ら
、
通
俗
的
に
ば
雨
者
を
全
く

同
一
一
服
し
て
置
い
て
も
よ
い
が
、
併
し
挙
問
上
で
は
形
式
は
翠
に
外
形
を
意
味
す
る
だ
け
の
も
の
で
な
く
、
夫
れ
以
上
に
重
要
な
意

味
を
も
有
ず
可
き
も
の
で
あ
る
。
此
虚
で
は
近
代
の
認
識
論
に
於
て
は
、
形
式
の
概
念
に
如
何
に
璽
要
注
意
味
が
奥
へ
ら
れ
て
居
る

か
を
論
浦
一
ず
る
暇
は
友
い
か
ら
、
敢
て
夫
れ
に
は
燭
れ
や
、
只
枇
曾
皐
上
に
於
て
、
枇
曾
進
化
の
形
式
と
一
五
ふ
が
如
き
相
朝
合
に
於
て
、

五
円
一
々
は
形
式
の
概
念
を
如
何
に
規
定
ず
可
き
か
を
、

樹
簡
単
に
蓮
べ
る
に
止
め
る
が
、

定
「

5
ζ
i
I
〉

・

3
目
崎

T
こ
そ
--k、

P
E

r
i
-〈
t
f司
t
Jん
1
p
i白

羽

Z
E
U
4
8
寸

ト

ト

正

式
の
慨
念
は
、
形
式
と
は
只
外
形
を
意
味
す
る
だ
け
の
も
の
で
友
く

d

更
に
ウ
ォ
ー
ム
の
言
葉
を
借
り
て
云
へ
ば
、
賓
質
或
は
同
県
髄

を
な
す
も
の
の
概
括
的
或
は
要
約
的
或
は
公
式
的
表
現
を
も
意
味
す
る
も
の
と
し
て
、
規
定
さ
る
可
き
で
あ
る
と
忠
ふ
。
そ
う
し
て

此
の
と
と
は
ウ
ォ
ー
ム
自
身
も
唱
に
承
認
し
て
居
た
と
思
は
れ
る
。
と
云
ふ
の
は
、
彼
は
サ
ン
・
シ
壬
ン
の
交
代
的
二
項
式
律
動
や
、

へ
ー
ヂ
ル
の
併
設
法
的
三
項
式
律
動
な
ぞ
を
も
、
枇
合
進
化
の
形
式
の
一
一
種
と
認
め
て
居
る
が
、
併
し
共
等
の
も
の
は
決
し
て
、
彼

の
云
ふ
が
如
き
、
一
枇
舎
進
化
の
翠
な
る
外
形
を
意
味
す
る
だ
け
の
も
の
と
し
て
の
、

世
合
進
化
の
形
式
と
は
認
め
ら
る
可
き
で
な

〈

サ
ン
・
シ
モ
ン
や
へ

1
ヂ
ル
が
枇
舎
進
化
の
買
髄
を
な
す
と
見
る
も
の
の
、

重
要
な
一
方
面
を
表
現
す
る
も
の
と
し

τの
枇
曾

進
化
の
形
式
で
あ
る
と
、
解
さ
る
一
円
き
も
の
で
る
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
号
し
て
右
に
述
べ
し
が
如
き
概
括
的
或
は
要
約
的
或
は
公

式
的
表
現
は
、
数
率
的
闘
式
に
於
て
表
は
さ
れ
る
に
於
て
、
共
の
形
式
と
し
て
の
特
質
が
最
と
も
よ
く
護
山
慨
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
併

吐
曾
的
文
化
的
費
動
白
形
式

第
四
十
五
巻

七
七
三

第
六
競



社
A

菅
直
的
文
化
的
賓
勤
の
形
式

第
四
十
五
巻

第
六
貌

七
七
四

し
必
や
し
も
数
島
市
に
闘
式
化
さ
れ
な
け
れ
ば
芯
ら
な
い
と
一
六
ふ
の
で
は
た
く
、
只
命
題
的
に
簡
明
に
一
一
一
一
口
ひ
表
は
さ
れ
る
だ
け
で
も
‘

或
は
言
葉
で
公
式
化
さ
れ
る
だ
け
で
も
、
ょ
い
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ど
そ
う
す
る
と
叉
枇
曾
進
化
の
形
式
の
概
念
を

b
ま

り
に
由
同
〈
併
し
、
そ
れ
よ
り
種
々
た
誤
解
が
生
や
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
れ
で
私
は
此
庭
で
は
、
枇
合
進
化
の
形
式
と
は
上
に
遮
べ
し

が
如
き
概
括
的
或
は
婆
約
的
或
は
公
式
的
表
現
に
し
て
、
特
に
闘
式
化
し
得
ら
れ
る
も
の
山
を
意
味
す
る
と
解
し
、
同
式
化
可
能
性

れ
虻
夫
れ
の
一
特
質
L
C
見
倣
し
て
泣
き
た
い
と
瓜
ふ
。
似
し
私
は
決
し
て
、
枇
命
感
に
於
て
は
形
式
の
慨
念
は
、
何
点
仰
に
あ
り
て
も
常

に
此
の
如
雪
意
味
K
解
さ
れ
ね
ば
友
ら
た
い
と
云
ふ
の
で
た
い
と
と
を
注
意
し
て
置
く
。
前
ほ
枇
命
百
誰
化
の
一
形
式
の
概
念
の
詳
し
き

規
定
に
就
て
は
、
私
は
次
簡
に
於
て
ソ
ロ
キ
V

の
祉
曾
的
文
化
的
過
程
の
詳
し
き
規
定
を
、
批
判
的
に
考
察
す
る
揚
合
に
、
更
に
改

め
て
論
述
し
た
い
と
忠
ふ
か
ら
、
此
虚
で
は
只
共
の
一
般
的
規
定
を
述
べ
る
だ
け
に
止
め
る
。

却
設
私
は
簡
単
た
が
ら
以
上
述
べ
し
如
く
に
、
ウ
ォ
ー
ム
の
枇
舎
進
化
の
形
式
の
概
念
を
批
判
的
に
考
察
し
て
、
甘
穴
の
誤
謬
を
指

摘
し
、
そ
う
し
て
祉
合
進
化
の
形
式
の
概
念
を
、

E
営
に
規
定
し
た
い
と
息
ふ
の
で
あ
る
が
、
是
よ
り
更
に
共
の
規
定
の
正
営
な
る

と
と
を
、
ウ
ォ
ー
ム
の
枇
舎
進
化
論
共
物
に
就
て
指
示
し
た
い
と
忠
ふ
。

今
ウ
ォ
ー
ム
は
、
先
づ
枇
合
進
化
の
原
動
力
は
慾
皇
で
あ
る
と
認
め
て
、
之
を
研
究
し
、
突
に
夫
れ
よ
り
し
て
、
虻
舎
進
化
の
過

程
と
は
、

つ
ま
り
人
間
的
欲
望
の
賓
現
の
過
程
に
外
な
ら
な
い
と
見
て
、
之
を
研
究
し
、
終
り
に
祉
舎
進
化
の
過
程
は
何
物
を
鮒
ら

ず
か
を
、
粧
舎
進
化
の
結
果
の
問
題
と
し
て
研
究
し
て
居
る
の
で
る
る
が
、
先
づ
継
が
枇
曾
進
化
の
過
程
に
就
て
論
究
し
て
居
る
と

と
を
考
察
す
る
と
、
人
間
的
欲
望
の
充
足
は
無
数
の
困
難
に
打
突
か
る
が
、
共
等
の
困
難
の
或
も
の
は
物
に
闘
し
て
起
り
、
他
の
も

の
は
人
に
関
し
て
起
る
。
是
れ
一
人
の
欲
望
は
他
人
の
欲
望
と
衝
突
す
る
か
ら
で
あ
る
。
夫
れ
よ
り
し
て
闘
争
が
起
る
。
闘
争
の
現

少な〈も大世上園式化し(或はタトヒ精確には圃式化し得られないとしても、
て表象し得られるもの)だげ



象
は
人
類
に
で
普
遁
的
で
あ
る
。
何
れ
の
枇
舎
進
化
も
、
只
闘
争
の
代
債
を
梯
ひ
、
闘
争
の
手
段
に
よ
り
て
の
み
、
成
就
さ
れ
る
様

に
思
は
れ
る
。
夫
れ
よ
り
し
て
、
彼
は
社
合
的
闘
争
の
種
類
を
、
人
種
的
或
は
民
族
的
闘
等
、
経
情
的
岡
一
等
、
家
族
的
生
活
内
の
闘

争
(
男
女
雨
性
問
白
闘
争
、
も
ろ
/
¥
の
年
齢
部
類
間
の
闘
争
等
々
)
、
知
性
的
闘
争
(
誇
言
語
の
闘
争
、
諸
宗
教
の
闘
争
、
詩
文
明
の
闘
争
、
印
ち
道
徳

的
、
愚
問
的
、
慈
術
的
事
柄
に
於
け
る
諸
勢
力
の
闘
争
)
政
治
的
闘
争
等
に
分
類
し
て
研
究
し
、
且
つ
枇
合
的
闘
争
一
般
の
枇
合
的
役
目
或

は
意
義
を
論
究
し
て
居
る
が
、
更
に
枇
舎
進
化
の
過
程
に
於
て
、
闘
争
の
原
理
を
補
充
す
る
と
同
時
に
、
之
を
制
限
す
る
他
の
一
一
服

理
と
し
て
連
帯
を
重
要
踊
し
、
祉
曾
生
活
に
於
け
る
連
帯
の
意
義
或
は
役
目
の
重
大
な
る
を
究
明
し
た
る
後
、
闘
争
と
連
帯
と
の
結

ん
口
は
、
「
へ

l
ヂ
ル
が
公
式
化
せ
る
が
如
き
矛
盾
の
同
一
性
(
一
、

2
0
2
Z広

L
g
S
E
E
L
-
2
2弓
自
)

と
し
て
ピ
は
友
く
と
も
、
夫
れ
よ

り
も
一
居
容
易
陀
辺
解
し
得
ら
れ
る
も
の
、
削
ち
反
対
の
共
存
及
び
部
分
的
和
合
或
は
調
和

〈一
mw
門

C
O
K
一ω
仲河川口
n
o
mリ同一戸内
0
3
n
一一
5
z
o
z

日}戸ユ一。=。品。
ω

円ロロ円「己『命
mw)

と
し
て
」
賓
現
さ
れ
る
と
考
へ
、
そ
う
し
て
夫
れ
は
即
ち
分
化
安
全
段
『

2
E己
守
口
)
或
は
分
業
で
あ

る
と
認
め
て
、
之
を
論
究
し
、
終
り
に
闘
争
或
は
競
争
、
連
帯
に
よ
り
て
の
圏
結
、
分
化
或
は
分
業
等
の
諸
方
法
は
、
綿
℃
同
一
の

目
的
、
邸
ち
人
間
と
環
境
と
の
益
々
完
全
な
る
調
整
を
粛
ら
ず
と
云
ふ
目
的
を
有
す
る
も
の
、
要
す
る
に
其
等
の
方
法
は
、
線
て
適

膝
(
一
♂
含
司
区
一
。
ロ
)

の
矯
め
の
方
法
で
あ
る
の
で
、
寅
際
に
於
て
人
聞
は
、
自
己
の
欲
笠
を
充
足
す
る
に
有
用
た
諸
手
段
を
・
益
、
再

充
分
に
利
用
す
る
と
云
ふ
利
益
を
牧
得
す
る
矯
め
に
、
闘
争
し
、
圏
結
し
、
分
化
す
る
の
で
あ
る
と
‘
説
い
て
屑
る
の
で
あ
る
。

ウ
ォ
ー
ム
が
枇
曾
進
化
の
過
程
の
真
髄
を
な
す
と
認
め
る
も
の
は
、
以
上
遁
ぺ
し
が
如
き
も
の
で
あ
る
が
、
夫
れ
の
形
式
、
即
ち

概
括
的
或
は
一
安
約
的
表
現
を
先
づ
命
題
的
に
一
プ
口
ひ
表
せ
ば
.
或
は
言
葉
で
公
式
化
す
れ
ば
下
の
如
く
で
あ
る
。
印
ち
枇
合
進
化
の
過

程
の
原
理
或
は
方
法
は
、
根
本
的
に
は
閣
争
B
t
.
連
帯
と
、
雨
者

ω
和
合
或
は
調
和
と
し
て
の
分
化
或
は
分
議
と
の
三
者
で
あ
っ
て
、
そ

世
曾
的
文
化
的
醐
出
動
の
形
式

第
四
十
五
巻

七
七
五

第
プて

旗



世
舎
的
文
化
的
費
動
の
形
式

第
四
十
五
巻

う
し
て
共
等
の
方
法
は
綿
て
趨
躍
の
寅
現
を
目
的
と
す
る
も
の
で
る
る
。
庭
で
闘
一
年
を

A
、
連
帯
を
B
、
分
化
を
C
、
分
化
の
殻
遠
の
度
合
を

C
V
V
i
i
-
-
-
、
適
舷
を
D
と

す
れ
ば
、
右
の
命
題
的
表
現
は
下
の
如
く
に
、
た
や
す
〈
闘
式
化
し
得
ら
れ
と
る
間
山
ふ
。

ウ
ォ
ー
ム
が
枇
合
進
化
の
過
程
の
畏
髄
を
な
す
と
認
め
る
も
の
の
形
式
は
、
と
に
流
一
一

七
七
六

第
六
披

四

ぺ
し
如
く
に
一
一
一
一
口
業
で
公
式
化
し
得
ら
れ
る
の
み
反
ら
や
、
更
に
た
や
す
〈
問
式
化
し
符
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
然
ら
は
械
が
枇
併
推
一

化
の
結
山
町
の
民
髄
を
友
す
と
認
め
る
も
の
陀
就
て
は
、
ど
う
で
あ
る
か
と
一
主
ふ
に
も
紋
は
宍
れ
の
最
と
も
根
本
的
一
般
的
た
方
面
は
、

ス
ベ
ン
サ

l
の
云
ふ
庭
の
、
「
混
沌
た
る
同
質
性
か
ら
、
調
整
さ
れ
た
る
異
質
性
へ
、
進
歩
的
に
移
り
行
〈
」
と
云
ふ
と
と
で
あ
る
と
考

へ
、
そ
う
し
て
之
れ
に
針
立
す
る
も
の
の
如
く
に
見
ゆ
る
タ
ー
ル
ド
の
説
、
卸
ち
一
粧
品
目
進
化
は
異
質
性
か
ら
同
質
性
へ
進
歩
的
に
移

り
行
く
と
云
ふ
設
は
‘
責
質
的
に
は
決
し
て
之
れ
と
衝
突
し
て
居
る
も
の
で
た
い
が
、
併
し
か
L
A

る
誤
解
を
避
け
る
矯
め
に
、

ス
ベ

ン
サ

l
の
公
式
を
下
の
如
く
に
、
少
し
く
修
正
す
る
の
が
よ
い
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
一
枇
曾
は
同
質
性
に
於
け
る
出
沌
か
ら
、

異
質
性
に
於
け
る
調
整
へ
、
移
り
行
く
も
の
で
あ
る
」
o
倫
ほ
ウ
ォ
ー
ム
は
、
祉
人
骨
日
進
化
の
結
山
市
の
同
県
髄
を
攻
す
も
の
の
、
重
要
友
他

の
一
方
面
を
一
不
す
も
の
と
し
て
、

ス
ベ
ン
サ

I
の
他
の
一
般
的
一
理
論
、
卸
ち
人
間
枇
舎
の
構
迭
に
於
て
、
武
力
裂
と
産
業
型
と
の

そ
う
し
て
前
者
が
後
者
に
よ
り
て
、
漸
次
に
取
り
代
は
ら
れ
る
と
云
ふ
一
般
的
理
論
を
、
承
認
し
て
居
る
@

二
つ
の
型
を
匝
別
し
、

そ
う
し
て
此
の
第
二
の
一
般
的
迎
論
は
、
第
一
の
一
般
的
理
論
の
系
論
或
は
自
然
的
腕
結
に
し
て
、
夫
れ
の
委
遠
の
最
後
の
項
を
精

密
に
表
は
し
、
特
質
附
け
る
も
の
で
る
り
、
且
つ
雨
者
相
合
し
て
社
合
進
化
の
結
果
の
民
髄
を
友
す
も
の
を
、
最
と
も
一
般
的
危
方

面
に
於
て
、
明
か
に
護
婦
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
た
の
で
る
る
。
以
上
遁
ぺ
し
庭
に
よ
り
て
見
れ
ば
、

ウ
ォ
ー
ム
が
枇
合
進
化
の



結
町
南
の
貫
髄
を
た
す
と
認
め
る
も
の
の
形
式
は
、
命
題
的
に
或
は
公
式
的
に
甚
だ
簡
明
に
言
ひ
去
は
さ
れ
て
居
る
の
で
、
別
に
之
を

闘
式
的
に
表
は
ず
必
要
も
な
い
と
忠
は
れ
る
。
要
す
る
に
枇
合
進
化
の
形
式
の
概
念
は
、

ウ
ォ
ー
ム
の
岬
附
す
る
が
如
く
に
、
只
一
枇
命
同

進
化
の
外
形
を
意
味
す
る
だ
け
の
も
の
と
削
併
せ
や
、
更
に
彼
が
此
/
時
進
化
の
由
民
髄
を
な
す
と
認
め
る
も
の
の
、
概
括
的
或
は
姿
約
的

表
現
を
も
意
味
す
る
も
の
と
解
す
る
に
於
て
は
、
共
等
の
概
括
的
或
は
要
約
的
表
現
は
、
奇
妙
に
も
、
彼
が
枇
命
日
進
化
の
外
形
を
意

味
し
、
そ
う
し
て
営
然
闘
式
化
し
得
ら
る
可
き
も
の
と
見
て
考
察
せ
る
形
式
よ
り
も
、
却
で
容
易
に
、
且
つ
よ
り
明
・
売
に
叉
精
礁
に
‘

岡
式
化
し
得
ら
れ
る
と
と
が
、
後
見
さ
れ
る
の
で
め
る
。

円
足
れ
よ
り
私
は
さ
き
に
第
二
の
問
題
と
し
て
掲
げ
し
も
の
、
印
ち
枇
命
日
進
化
の
形
式
に
闘
す
る
、
従
来
の
主
要
な
諸
概
念
戎
は
諸

泌
と
し
ご
、
伎
が
川
県
せ
る
も
の
の
何
れ
も
、
彼
の
批
評
す
る
如
く
に
、
た
の
耐
一
日
一
位
性
の
さ
ほ
ど
大
た
ら
ね
も
の
勺
あ
る
と
ず
る
も
.

夫
れ
が
矯
め
に
共
等
の
も
の
の
何
れ
よ
り
も
、
更
に
よ
り
大
友
る
普
遍
性
を
有
す
る
概
念
或
は
設
を
、
立
て
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
が
如
く
に
臆
断
し
、
か
く
て
従
来
の
其
等
の
も
の
の
外
に
、
更
に
新
し
き
概
念
或
は
設
を
立
て
よ
う
と
努
力
す
る
の
は
、
無
山
抗
な

徒
労
で
る
る
が
如
く
に
論
断
す
る
は
、
単
一
白
論
上
果
し
て

E
営
で
あ
る
か
と
云
ふ
問
題
を
、
考
究
し
て
本
節

E
了
り
た
い
と
忠
ふ
。

今
此
の
問
題
を
考
変
ず
る
に
営
っ
て
、
先
づ
注
意
し
て
置
き
た
い
と
忠
ふ
の
は
、

ウ
ォ
ー
ム
の
一
肌
九
百
墜
概
念
に
就
て

r
b
る
。
彼

は
枇
合
墜
と
は
も
ら
/
¥
の
枇
合
科
壌
の
折
口
事
一
位
司

zos--一O
L

O
回
目
古
百
合
的
自
己
包

2
で
る
る
と
見
る
の
で
あ
る
が
、
然
る
忙
彼

の
青
島
十
の
概
念
は
、
大
韓
上
通
常
の
悌
繭
西
賓
設
主
義
の
見
解
を
踏
襲
し
て
居
る
も
の
に
し
て
、

か
く
て
彼
は
知
識
目
標
及
び
方
法

に
於
て
、
折
口
墜
と
科
皐
と
の
聞
に
根
本
的
左
差
異
を
認
め
て
居
左
い
と
忠
は
れ
る
。
慮
で
私
は
知
識
目
標
友
ぴ
方
法
に
於
て
、
荷
車
T

ム
」
科
嵐
?
と
の
闘
に
、
根
本
的
に
甚
だ
重
大
友
差
異
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
私
は
利
息
十
と
は
粧
験
的
事
賓
或
は

枇
曾
的
文
化
的
費
動
の
形
式

第
四
十
五
巻

七
七
七

第
六
競

王五



社
曾
的
文
化
的
強
動
の
形
式

第
四
十
五
巻

七
七
八

第
穴
披

六

現
寅
態
を
経
験
的
方
法
に
よ
り
て
研
究
し
、
相
謝
的
及
び
荒
然
的
或
は
確
率
的
な
知
識
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
も
の
、
又
か
・
、
る
知

識
を
礎
得
す
る
だ
け
で
湖
足
ナ
可
き
も
の
で

b
る
か
、
之
れ
に
反
し
て
普
撃
は
科
息
子
の
奥
へ
る
相
針
的
及
び
蓋
然
的
知
識
に
帥
し
、

先
験
的
方
法
に
よ
り
て
、
経
験
的
事
官
一
或
は
現
資
態
の
奥
底
に
於
℃
洞
見
さ
れ
る
絶
割
的
及
び
必
然
的
な
意
味
を
究
明
し
よ
う
と
す

る
も
の
、

か
く
て
絶
叫
制
的
及
び
必
然
的
知
識
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
る
。

(
私
の
哲
製
概
念
の
や
L

詳
し
き
諭
症
に

就
て
は
、
本
雑
誌
昭
和
ぃ
年
四
月
及
♂
五
月
続
四
楠
稿
1
第
三
史
視
の
可
能
性
」
北
ぴ
同
八
月
続
の
拙
稿
「
伸
一
口
世
界
糊
的
人
格
山
県
型
」
を
見
ら
れ
止
い
。
)

そ
う
し
て
私
は
訓
日
泊
K
枇
d

仰
向
伊
L
仁
川
叫
約
さ
れ
ど
居
る
も
め
を
ー
料
開
十
と
し
て
の
胤
曾
撃
、
即
ち
巌
特
注
意
味
に
て
単
に
枇
合
間
申
と
税

す
る
も
の
と
、
哲
皐
と
し
て
の
枇
命
日
率
、
印
ち
枇
合
軒
町
嵐
?
と
に
別
ち
、
雨
者
の
差
異
を
大
に
重
要
腕
す
る
の
で
あ
る
が
、
私
の
立
揚

か
ら
し
て
、
利
息
?
と
し
て
枇
合
接
と
裕
す
る
も
の
は
、
一
一
日
ふ
ま
で
も
た
く
一
の
利
息

T

と
し
て
、
経
験
的
枇
品
開
現
象
或
は
枇
曾
的
現
貫

態
を
経
験
的
方
法
に
よ
り
て
研
筑
し
・
相
割
的
及
び
査
然
的
或
は
確
率
的
知
識
を
獲
得
し
よ
う
と
し
、

又
か
h

る
知
識
を
獲
得
す
る

だ
け
で
満
足
す
可
き
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
相
針
的
及
び
芸
品
然
的
知
識
と
云
へ
ば
‘
決
し
て
絶
剥
的
た
或
は
完
全
な
普
遍
性
を
有
す

る
も
の
で
な
く
し
て
、
比
較
的
左
普
遍
性
を
有
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
普
遍
性
の
経
K

土
り
大
な
る
知
識
を
、
漸
次

に
或
は
連
織
的
に
獲
得
し
て
行
〈
こ
と
が
、
即
ち
科
事
の
任
務
で
あ
る
。

さ
れ
ば
私
の
云
ふ
が
如
き
意
味
に
於
て
の
、
科
壌
と
し
て

の
一
位
台
風
十
に
あ
り
で
は
、
ゥ
ー
ー
ム
の
云
ふ
が
如
く
に
、
一
粧
台
進
化
の
形
式
の
研
究
に
於
て
、
完
全
た
或
は
絶
封
的
友
普
通
牲
を
布

す
る
知
識
が
、
今
日
ま
で
ま
だ
獲
得
さ
れ
て
居
な
い
と
し
て
も
、
決
し
て
失
望
し
て
は
な
ら
友
い
。
否
没
我
々
は
利
息
・
と
し
て
の
祉

合
撃
に
於
て
は
、

か
h
h

る
知
識
は
永
久
に
獲
得
さ
る
可
き
も
の
で
な
い
こ
と
を
、
始
め
か
ら
莞

J

惜
し
て
居
る
可
き
で
あ
る
。
そ
う
し

て
是
れ
ま
で
に
獲
得
さ
れ
た
る
何
れ
の
知
識
よ
り
も
、
少
し
で
も
普
通
性
の
よ
り
大
友
る
知
識
を
獲
得
し
よ
う
と
努
力
す
可
き
で
あ



る
。
要
す
る
に
普
遍
性
の
往
々
大
な
る
知
識
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
、
日
夜
屈
せ
や
強
ま
や
努
力
す
る
の
が
、
即
ち
剰
感
の
使
命
に

し
て
、
そ
う
し
て
如
何
稗
普
通
性
の
大
な
る
知
識
に
到
達
す
る
と
し
て
も
、
決
し
て
完
全
校
或
は
絶
叫
剖
的
た
普
通
性
を
有
す
る
知
識

に
到
達
す
る
と
と
の
出
来
泣
い
の
が
、
印
ち
利
勝
干
の
運
命
で
る
る
の
で
あ
る
。

以
上
越
ベ
し
庭
に
よ
り
て
考
ふ
れ
ば
、
枇
曾
進
化
の
形
式
に
闘
す
る
従
来
の
諸
概
念
或
は
諸
説
は
.
ウ
ォ
ー
ム
の
指
摘
す
る
如
〈
.

何
れ
も
夫
れ
自
身
が
主
張
す
る
が
如
き
、
絶
針
的
普
通
性
を
有
す
る
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、
或
は
夫
れ
自
身
が
主
張
す
る
だ
け
大

な
る
普
通
性
を
有
し
た
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
‘
科
山
梨
と
し
て
の
枇
合
的
晶
子
上
か
ら
見
れ
ば
、
夫
れ
が
鎚
め
に
共
等
の
諾
概
念
或
は

諸
説
は
、
決
し
て
科
率
的
傾
値
を
全
然
失
な
ふ
て
仕
舞
ふ
の
で
は
な
く
、
夫
れ
が
医
常
に
趨
別
し
何
ら
れ
る
範
圏
内
に
於
て
、
夫
れ

代
相
営
す
る
科
事
的
慣
舶
を
わ
す
る
も
の
で
あ
る
c

そ
う
し
と
科
槻
と
し
て
の
枇
命
取
に
於
て
は
、
正
川
々
は
え
れ
ま
で
に
却
に
ら
れ

た
る
其
等
の
諸
概
念
或
は
諸
説
中
、
共
の
普
遍
性
の
比
較
的
に
最
と
も
大
友
る
も
の
よ
り
も
、
少
し
で
も
更
に
普
遍
性
の
よ
り
大
友

る
新
し
き
概
念
或
は
説
を
構
成
し
、
或
は
立
て
る
矯
め
に
絶
へ
や
努
力
す
吋
き
で
あ
る
。

要
す
る
に
五
口
々
は
ウ
ォ
ー
ム
の
枇
合
進
化
形
式
論
を
批
判
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
ソ
ロ
キ
ン
の
刷
合
的
文
化
的
過
程
形

式
論
を
批
判
的
に
考
察
す
る
に
首
っ
て
、
根
本
的
問
題
と
し
て
特
に
注
目
す
可
き
は
、
在
の
如
き
二
問
題
で
あ
る
と
と
を
墜
ぶ
の
で

る
る
。
副
ち
ソ
ロ
キ
ン
は
↑
枇
舎
的
文
化
的
愛
動
の
形
式
の
概
念
を
、
如
何
ほ
ど
精
確
に
規
定
し
て
居
る
か
と
一
式
ふ
問
題
、
に
枇
合

的
文
化
的
費
動
の
形
式
に
関
す
る
従
来
の
諸
表
象
或
は
諸
概
念
或
は
諸
説
よ
り
も
よ
り
勝
れ
た
る
、
如
何
・
な
る
新
し
き
も
の
を
構
成

し
、
或
は
立
て
L
居
る
か
と
云
ふ
問
題
。

社
舎
的
文
化
的
慶
動
の
形
式

第
四
十
五
巻

七
七
九

第
六
披

七


